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摘 要  

近 來 ， 有 關 於 大 學 生 的 學 力 低 下 、 沒 有 衝 勁 的 大 學 生 日 漸

增 加 之 批 判 聲 浪 早 已 有 所 聞 。 在 此 背 景 下 ， 如 何 透 過 學 校 教 育

提 升 年 輕 人 社 會 人 基 礎 能 力 ， 在 現 階 段 是 非 常 重 要 的 課 題 。 因

此 ， 本 論 文 試 著 在 一 般 的 課 程 中 ， 將 社 會 人 基 礎 能 力 之 培 育 與

評 價 方 式 融 入 授 課 計 畫 中 ， 並 透 過 教 室 活 動 及 學 習 活 動 等 ， 去

探 索 培 育 學 生 社 會 人 基 礎 能 力 之 方 式 。  

    從 本 研 究 的 結 果 得 知，「 行 動 力 」、「 思 考 力 」、「 團 隊 力 」這

三 項 能 力 的 總 計 分 數 均 較 授 課 前 為 高 。 再 者 ， 透 過 合 作 學 習 或

問 題 解 決 式 學 習 等 的 教 學 方 式 ， 亦 有 可 能 提 升 學 生 的 社 會 人 基

礎 能 力 。 此 外 ， 經 驗 學 習 的 反 思 性 實 踐 與 抽 象 的 概 念 化 亦 會 影

響 社 會 人 基 礎 能 力 的 培 養 。  
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受 理 日 期 ： 2014 . 08 .3 1  

通 過 日 期 ： 2014 . 10 .2 4  

166



台灣日語教育學報第23号

Cul t iva t ion  o f  Fundamenta l  Competenci es  o f  

Wor king  Persons  v ia  Pro fess ional  Courses  a t  

Univers i t i es： A Case  Study  o f  “Japanese  S ty l e  

Management”  Course  Taught  a t  the  Depart ment  o f  

Japanese ,  Wenzao  Ursul ine  Univers i ty  o f  Languages  

 

Tu n g  C h u a n g - c h i n g  

A s s o c i a t e  P r o f e s s o r  o f  D e p a r t m e n t  o f  J a p a n e s e  

We n z a o  U r s u l i n e  U n i v e r s i t y  o f  L a n g u a g e s  

A b s t r a c t  

 T h e  c r i t i c i s m  o n  t h e  p o o r  a n d  w e a k  c o m p e t e n c i e s  o f  

u n i v e r s i t y  s t u d e n t s  h a s  l o n g  b e e n  h e a r d .  I n  l i e u  o f  t h i s  

b a c k g r o u n d ,  i t  i s  c r u c i a l  t o  e n h a n c e  f u n d a m e n t a l  c o m p e t e n c i e s  o f  

t h e  yo u t h  t h r o u g h  s c h o o l  e d u c a t i o n  a t  t h e  c u r r e n t  s t a g e .  T h u s ,  

t h i s  p a p e r  a t t e m p t s  t o  ex a m i n e  t h e  c u l t i v a t i o n  a n d  e v a l u a t i o n  o f  

f u n d a m e n t a l  c o m p e t e n c i e s  o f  w o r k i n g  p e r s o n s  w i t h  t h e  

i n t e g r a t i o n  i n  t h e  t e a c h i n g  p l a n s  a s  w e l l  a s  t h r o u g h  c l a s s r o o m  
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要 旨  

大 学 生 の 学 力 が 低 下 し た こ と 、 無 気 力 ・ 無 意 欲 の 大 学 生 が

多 く な り つ つ あ る と の 声 を 耳 に す る よ う に な っ て 久 し く な っ

た 。 こ う し た 背 景 に お い て 、 ど の よ う に 学 校 教 育 を 通 し て 若

年 者 の 社 会 人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る か は 、 現 段 階 に お い て 重 要

な 課 題 と な っ て い る 。 そ こ で 、 本 稿 で は 通 常 の 講 義 に お い て

社 会 人 基 礎 力 の 育 成 と 評 価 を 教 育 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 み 、 教

室 活 動 や 学 習 活 動 を 通 す こ と に よ っ て 、 学 生 の 社 会 人 基 礎 力

を 育 成 す る あ り 方 を 模 索 す る 。  

本 稿 の 研 究 結 果 か ら 、「 前 に 踏 み 出 す 力 （ Action） 」「 考 え

抜 く 力 Thinking）」 「 チ ー ム ワ ー ク で 働 く (Team Work)」 こ れ

ら 三 つ の 能 力 の 合 計 平 均 得 点 は 授 業 前 よ り 高 く な っ た 。ま た 、

共 同 学 習 や PBL な ど の 教 授 法 を 併 用 す る こ と に よ り 、 学 生 の

社 会 人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 突 き 止 め

た 。 さ ら に 、 経 験 学 習 の 内 省 的 実 践 及 び 抽 象 的 概 念 化 が 社 会

人 基 礎 力 に 影 響 を 与 え て い る こ と も 明 ら か に し た 。  

 

キ ー ワ ー ド ： 社 会 人 基 礎 力 、 日 本 語 学 科 、 経 験 学 習 、 専 門 科
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―文藻外国語大学日本語学科の「日本的経営」の授業

を中心に―  

 

董  莊 敬  

文 藻 外 国 語 大 学 日 本 語 学 科 副 教 授  

 

1. は じ め に  

グ ロ ー バ ル 化 、 労 働 市 場 の 構 造 変 化 、 職 務 の 細 分 化 な ど の

社 会 背 景 の も と で 、 企 業 側 で は こ う し た 急 速 な 社 会 変 化 に 応

じ て チ ー ム ワ ー ク や 共 同 作 業 が で き る 、 国 際 化 に 順 応 可 能 な

能 力 を 有 す る 若 年 者 を 期 待 し て い る 。 他 方 、 教 育 現 場 で は 、

大 学 生 の 学 力 が 低 下 し た こ と 、 無 気 力 ・ 無 意 欲 の 大 学 生 が 多

く な り つ つ あ る と の 声 を 耳 に す る よ う に な っ て 久 し く な っ た 。

そ れ に 加 え て 、他 者 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 円 滑 に 行 え ず 、

そ の 結 果 、 人 間 関 係 が 希 薄 に な り 、 他 人 と の 共 同 作 業 が 苦 手

な 若 年 者 が 現 れ て き た 。  

こ う し た 背 景 の も と で 欧 米 で は 、90 年 代 以 降 に 社 会 人 基 礎

力 に 共 通 す る 「 ソ フ ト ・ ス キ ル （ Soft Skills）」 が 重 要 視 さ

れ 、 大 学 等 と 産 業 界 の 連 携 で 若 年 者 の 育 成 を 図 る と い う 動 き

が み ら れ る 。 一 方 、 そ う し た 流 れ に 合 わ せ て 日 本 に お い て は

2006 年 に「 社 会 人 基 礎 力 」の 概 念 が 公 表 さ れ 、そ れ に 基 づ い

て 産 学 連 携 を 強 化 す る こ と を 通 し て 、 長 期 的 視 野 で 若 年 者 の

社 会 人 基 礎 力 を 育 成 す る こ と が 推 進 さ れ て い る （ 経 済 産 業 省  

2006）。  

近 年 、 台 湾 で は 若 年 者 の 就 業 離 れ 、 さ ら に は ニ ー ト 化 す る

傾 向 ま で 観 察 さ れ 、 そ れ ら の 影 響 が 人 間 関 係 の 希 薄 化 を 促 し

て い る と 頻 繁 に 指 摘 さ れ る よ う に な っ た 。 こ う し た 背 景 の も

と で 、 ど の よ う に 学 校 教 育 を 通 し て 若 年 者 の 社 会 人 基 礎 力 を

向 上 さ せ る か は 、 現 段 階 に お い て 重 要 な 課 題 と な っ て い る 。
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そ こ で 、 本 稿 で は 通 常 の 講 義 に お い て 社 会 人 基 礎 力 の 育 成 を

教 育 プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 み 、 教 室 活 動 や 学 習 活 動 を 通 す こ と

に よ っ て 学 生 の 社 会 人 基 礎 力 を 育 成 す る あ り 方 を 模 索 す る 。  

 

2. 社 会 人 基 礎 力 を 大 学 教 育 に 取 り 組 む 意 義  

グ ロ ー バ ル 化 、 知 識 経 済 化 の 社 会 に お い て 知 識 や 技 能 が 飛

躍 的 に 変 化 し て い る な か で 、 職 務 遂 行 上 必 要 な 専 門 的 知 識 や

技 術 が 依 然 と し て 重 要 で あ る こ と は 自 明 で あ る が 、 実 践 教 育

と し て の 社 会 人 基 礎 力 や 、 キ ャ リ ア 教 育 な ど が 、 よ り い っ そ

う 重 要 視 さ れ る 傾 向 が 多 数 の 研 究 か ら 明 ら か に な っ た 。 そ れ

ら は 職 務 遂 行 上 不 可 欠 な 専 門 的 知 識 や 技 術 を ベ ー ス に 、 さ ら

に は 、 そ れ ら を 生 か す 能 力 が 形 成 さ れ る こ と が 、 ポ ス ト 近 代

社 会 に お い て 若 年 者 に 求 め ら れ る 必 要 不 可 欠 な 能 力 で あ る こ

と は 疑 い が 無 い 。  

社 会 人 基 礎 力 と は い っ た い ど の よ う な 能 力 を 指 す の で あ ろ

う ろ う か 。社 会 人 基 礎 力 と は 、「 職 場 や 社 会 の 中 で 多 様 な 人 々

と 共 に 仕 事 を し て い く た め に 必 要 な 基 礎 的 な 力 」（ 経 済 産 業 省  

2010： 2） と 定 義 さ れ て い る 。 そ の 具 体 的 内 容 は 、「 前 に 踏 み

出 す 力 （ ア ク シ ョ ン ）」、「 考 え 抜 く 力 （ シ ン キ ン グ ）」、「 チ ー

ム ワ ー ク で 働 く 力（ チ ー ム ワ ー ク ）」と い う 三 つ の 能 力 と 、そ

れ ら を 構 成 す る「 主 体 性 」「 働 き か け 力 」「 実 行 力 」「 課 題 発 見

力 」「 計 画 力 」「 創 造 力 」「 発 信 力 」「 傾 聴 力 」「 柔 軟 性 」「 状 況

把 握 力 」「 規 律 性 」「 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 」 と い っ た 12

の 具 体 的 な 能 力 要 素 か ら な っ て い る 。  

 今 日 、 大 学 教 育 の プ ロ グ ラ ム に 社 会 人 基 礎 力 の 概 念 を 組 み

込 む べ き だ と い う 要 請 が 強 ま っ て い る 。 そ の 原 因 と し て は 、

従 来 の 「 知 識 伝 達 型 」 の 大 学 教 育 へ の 批 判 、 大 学 教 育 の 学 歴

と 学 力 の 乖 離 、 若 年 者 の 人 間 関 係 の 希 薄 化 へ の 危 惧 な ど が 挙

げ ら れ る 。 こ の 点 に つ い て 経 済 産 業 省 編 （ 2010） の 『 社 会 人

基 礎 力 育 成 の 手 引 き 』 で は 次 の よ う に 指 摘 さ れ て い る （ 経 済
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産 業 省 編  2010： 5）  

 

現 在 の 学 校 教 育 は 主 に 個 人 の 能 力 育 成 に 立 脚 し た も の で

あ り 、 ま た 授 業 科 目 の 中 で は 、 考 え る こ と よ り 知 識 の 伝

授 に 偏 る 傾 向 が あ る た め 、 未 知 の 課 題 に 対 し て 自 分 か ら

進 ん で 解 決 の 方 法 を 考 え 、 仲 間 と 共 に や り 抜 く 経 験 が 非

常 に 少 な い と 言 わ ざ る を 得 な い 。  

 

 そ こ で 、大 学 教 育 の 現 場 で は 、「 知 識 伝 達 型 」の 教 育 の 問 題

点 を 補 足 す る た め 、 共 同 学 習 や 対 話 と い う 経 験 を 通 し て 自 ら

が 「 学 習 の 中 の 省 察 」 を 促 し 、 学 生 の 社 会 人 基 礎 力 を 育 成 す

る 教 育 プ ロ グ ラ ム の 開 発 が 必 要 と さ れ る 。 社 会 人 基 礎 力 を 教

育 プ ロ グ ラ ム に 導 入 す る 重 要 性 に つ い て は 、 以 下 の 2 点 を 指

摘 す る こ と が で き る （ 片 岡 信 之  2010）。  

第 1 に 、 社 会 人 基 礎 力 の 育 成 方 法 と 評 価 手 法 の 適 確 化 ・ 実

践 化 で あ る 。そ れ は 、社 会 人 基 礎 力 の「 三 つ の 能 力 ／ 12 の 能

力 要 素 」 に 基 づ い て 、 教 育 の あ り 方 も そ の 具 体 的 な 能 力 形 成

に 向 け た 育 成 方 法 と 評 価 手 法 と し て 実 施 で き る よ う な 方 法 を

開 発 し 、 提 供 す る 。 教 育 （ 授 業 ） の 過 程 で 学 生 に 社 会 人 基 礎

力 を ど う 育 成 す る か と い う こ と と 絡 め て 、 教 育 プ ロ グ ラ ム の

設 計 や 運 用 、 評 価 を 緻 密 に 行 う こ と に よ り 、 可 視 化 す る こ と

が で き る 。 第 2 に 、 学 生 が 自 主 的 に 学 習 活 動 に 参 加 で き る 自

主 学 習 型 教 育 の 形 成 で あ る 。 従 来 の よ う な 「 知 識 伝 達 型 」 の

授 業 で は な く 、 教 師 の 計 画 的 な 教 育 （ 授 業 ） プ ロ グ ラ ム の も

と で 、 実 習 や イ ン タ ー ン シ ッ プ な ど の 学 習 活 動 を 体 験 さ せ 、

学 生 が 自 主 的 に 学 習 活 動 に 参 加 で き る 自 主 学 習 型 の 教 育 の 土

台 と し て 作 り 上 げ ら れ る も の で あ る 。  

 

3. 専 門 科 目 に 社 会 人 基 礎 力 導 入 の 可 能 性  

社 会 人 基 礎 力 を 専 門 科 目 に 導 入 す る 理 論 的 基 礎 に つ い て 、
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杉 原 真 晃 （ 2010 ） は 、 プ ロ ト ・ デ ィ シ プ リ ナ リ ー

（ proto-disciplinary） と い う 概 念 を 提 唱 し て い る 。 こ の 概

念 は 、「 個 々 の 学 問 領 域・学 問 内 容 と い う 基 盤 が あ り 、そ の う

え で 、 個 別 の 学 問 領 域 そ れ ぞ れ の 中 に 共 通 す る 汎 用 的 な 原 方

向 性 が 見 い だ せ る 」と い う も の で あ る（ 杉 原 真 晃  2010：131）。

そ の 原 方 向 性 と は 、 各 学 問 領 域 の 文 脈 に お い て 共 通 の 知 の 基

盤 や 知 的 技 法 が あ り 、 相 互 に 関 連 し な が ら 、 各 学 問 領 域 の 根

本 を な し て い る も の で あ る 。 こ の 意 味 で 、 社 会 人 基 礎 力 は 各

学 問 領 域 の 文 脈 に 依 拠 し な が ら も 、 知 識 や 技 能 を 発 展 さ せ て

い く 基 盤 、汎 用 的 な 能 力 と も い え る 。こ の「 汎 用 」と は 、「 共

変 移（ consequential transition）」、「 知 識 の 増 殖（ knowledge 

propagation）」 と し て と ら え ら れ て お り 、 す な わ ち 「 文 脈 依

存 的 で 全 体 的 で あ る 学 習 で あ り 、 身 に つ い た 知 が 異 な る 文 脈

に お い て 洞 察 や 試 行 錯 誤 を 経 て 微 妙 に 変 化 を 遂 げ な が ら 応 用

さ れ る こ と で 文 脈 を 超 え る と い う 知 の 増 殖 の プ ロ セ ス で あ る 」

（ 杉 原 真 晃  2010： 131）。 こ の 点 に つ い て さ ら に 深 く 考 察 す

る な ら ば 、 社 会 人 基 礎 力 は 、 職 務 遂 行 上 で の 各 学 問 領 域 を 生

か す 能 力 で あ り 、 知 識 の 増 殖 と 共 変 移 を 通 し て 、 個 々 人 が 自

ら の 省 察 や 試 行 錯 誤 な ど の 経 験 の 変 化 に よ っ て 新 た な 事 態 に

応 じ 、 応 用 さ れ る 能 力 で あ る 。 こ の 知 識 の 増 殖 と 共 変 移 の 過

程 は 自 ら の 経 験 と 共 起 す る も の で あ る 。  

John Dewey は 、 「 教 育 は 経 験 で あ る 」 と 述 べ て お り 、 教 育

は 経 験 の 積 み 重 ね を 通 し て 、 ま た そ れ を 絶 え ず 修 正 し て 組 み

替 え て い く 過 程 で あ る 。 そ の 過 程 は 個 人 の み な ら ず 、 社 会 に

も 適 用 可 能 で あ る 。 個 々 人 は こ う し た 「 経 験 」 を 絶 え ず 積 み

重 ね 、 組 み 替 え て い く こ と を 通 し て 、 成 長 し て い く の で あ る

（ 陳 峰 津   2011）。ま た 、能 力 と し て の「 社 会 人 基 礎 力 」は 、

各 要 素 を 単 独 で 高 め る の で は な く 、 良 い 「 経 験 や 活 動 」 を 行

う こ と に よ っ て 循 環 的 に 向 上 さ せ る 能 力 で あ る （ 経 済 産 業 省   

2010）。こ こ か ら さ ら に 明 確 に な っ た 事 柄 は 、社 会 人 基 礎 力 の
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育 成 は 個 々 人 の 学 習 経 験 に 繋 が り 、 学 習 経 験 を 通 し て 社 会 人

基 礎 力 を 向 上 さ せ う る こ と で あ る 。  

社 会 人 基 礎 力 育 成 の 方 法 に つ い て 言 え ば 、 既 に 実 施 し て い

る 高 専 ・ 短 大 ・ 大 学 ・ 大 学 院 で は 、（ 1） ゼ ミ ナ ー ル 、（ 2） グ

ル ー プ ・ ワ ー ク 形 式 の 授 業 、（ 3） 調 査 ・ 実 習 、（ 4） 発 表 重 視

の 授 業 、（ 5）プ ロ ジ ェ ク ト 形 式 の 課 題 解 決 型 学 習（ PBL）、（ 6）

イ ン タ ー ン シ ッ プ 、（ 7）ク ラ ブ・サ ー ク ル 、（ 8）ア ル バ イ ト 、

（ 9）文 化 祭 、（ 10）ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 、（ 11）就 職 活 動 な ど の

な か に 組 み 込 ん で 行 う 手 法 が 挙 げ ら れ る（ 経 済 産 業 省  2010）。 

上 述 し た 方 法 を 用 い て 社 会 人 基 礎 力 を 教 育 プ ロ グ ラ ム に 取

り 込 み 、 そ れ を 育 成 す る 授 業 の 実 践 事 例 は 、 経 済 産 業 省 編

（ 2010）、経 済 産 業 省 (2014)な ど が あ る 。社 会 人 基 礎 力 を キ ャ

リ ア 教 育 に 取 り 込 む 実 践 的 な 研 究 は 伊 藤 文 男 （ 2007） な ど が

あ る 。 伊 藤 文 男 （ 2007） は 武 蔵 野 大 学 の キ ャ リ ア 開 発 科 目 群

を 例 と し て 大 学 生 の キ ャ リ ア 支 援 の 実 施 効 果 を 検 証 し て い る 。

研 究 の 結 果 、 キ ャ リ ア 開 発 科 目 群 で グ ル ー プ ワ ー ク を 取 り 入

れ た 科 目 で は 、学 生 の「 社 会 的 な 強 み 」 1の 向 上 に 効 果 が あ ら

わ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ れ ら の 項 目 が 社 会 人 基 礎 力 の 能 力

要 素 に 近 似 す る た め 、 キ ャ リ ア 開 発 科 目 群 を 通 し て 学 生 の 社

会 人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る と い う 可 能 性 が あ る と 言 え る 。  

だ が 、 今 後 の 課 題 と し て は 、（ 1） 各 科 目 別 に 掲 げ た 能 力 育

成 目 標 と そ の 結 果 の 検 証 を す る べ き で あ る こ と 、（ 2） 専 任 教

員 が キ ャ リ ア 開 発 科 目 群 を 担 当 す る こ と に よ っ て 、 学 科 科 目

（ 専 門 科 目 ） と キ ャ リ ア 教 育 と 結 び つ け る べ き で あ る こ と 、

（ 3）キ ャ リ ア 開 発 科 目 群 を 発 展 的 に 解 消 し 、共 通 科 目（ 教 養

科 目 ） と 学 科 科 目 （ 専 門 科 目 ） に 統 合 し て い く べ き で あ る こ

と 、 が 挙 げ ら れ て い る 。 武 蔵 野 大 学 の キ ャ リ ア 開 発 科 目 群 の

実 施 効 果 の 研 究 結 果 は 本 稿 に と っ て 示 唆 に 富 む も の で あ る 。  

                                                   
1  社 会 的 強 み に は 「 説 得 力 」「 共 感 力 」「 自 主 性 」「 ス ト レ ス 耐 性 」「 意

欲 」 の 五 つ の 項 目 が 含 ま れ て い る 。  
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ま た 、中 原  淳（ 2 01 3）は 経 験 学 習（ Ex per i ent i a l  L ea rn i ng）

論 の 研 究 発 展 に 関 し て 、 当 該 理 論 に 対 す る 研 究 ア プ ロ ー チ の

変 化 に つ い て 論 じ て い る 。 そ の 理 論 的 系 譜 に は 、（ 1） 経 験 学

習 モ デ ル 論 、（ 2） 経 験 か ら の 学 習 論 、（ 3） 経 験 と 内 省 を 重 視

し た 批 判 マ ネ ジ メ ン ト 教 育 論 な ど 、 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 諸

理 論 に み ら れ る 共 通 点 は 、 学 習 に お け る 「 実 践 ・ 経 験 」 の 重

視 と 経 験 の 「 内 省 ・ 省 察 」 が 位 置 づ け ら れ る こ と に あ る 。 と

り わ け 、（ 1）と（ 2）を 実 践 す る 場 は「 組 織 」で あ る の に 対 し

て 、（ 3） を 実 践 す る 場 は 、 大 学 院 や 民 間 教 育 団 体 な ど の 「 教

室 」 の な か で 、 問 題 解 決 型 学 習 （ PBL）、 プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 と

し て 実 施 さ れ る 傾 向 が あ る 。ま た 、（ 3）の 場 合 は 、内 省 は 個 々

人 に よ っ て 実 施 さ れ る も の で は な く 、 チ ー ム で 対 話 を 通 し て

実 現 さ れ る も の が よ く 見 受 け ら れ る 。  

こ う し た 意 義 が あ る 学 習 経 験 を ど の よ う に し て 授 業 に 導 入

す べ き で あ ろ う か 。こ の 点 に つ い て L.Dee Fink（ 2003＝ 2011）

は 意 義 あ る 学 習 類 型 を 「 基 礎 的 知 識 」、「 応 用 」、「 統 合 」、「 人

間 の 特 性 」、「 関 心 を 向 け る 」、「 学 び 方 を 学 ぶ 」 の 6 類 型 と 指

摘 し て い る 2。教 育 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 際 に 、こ れ ら の 六 つ

の 学 習 類 型 を 用 い て 、 授 業 ・ 学 習 行 動 と 、 こ の 種 の 学 習 を 支

援 す る フ ィ ー ト バ ッ ク と ア セ ス メ ン ト 行 動 を 選 択 す る こ と が

で き る （ L.Dee Fink  2003＝ 2011）。  

以 上 の 検 討 か ら 、 次 の 5 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。 第 1

に 、 社 会 人 基 礎 力 は 職 務 遂 行 上 や 各 学 問 領 域 に お い て 共 通 的

な 知 の 基 盤 を な し て お り 、そ れ を 通 し て 知 識 を 増 殖 さ せ た り 、

                                                   
2意 義 あ る 学 習 の 6 類 型 の 定 義 は そ れ ぞ れ 以 下 の よ う で あ る 。「 基 礎 的

知 識 」 は 、 主 題 に 関 連 す る 現 象 や 、 こ の 現 象 に 関 連 す る 概 念 上 の 考 え

に つ い て の 知 識 で あ る 。「 応 用 」は 、様 々 な 方 法 で 新 し い 知 識 を 使 用 し

た り 、考 え た り す る 能 力 で あ る 。「 統 合 」は 、あ る 知 識 を 他 の 知 識 や 考

え 方 と 結 び つ け る 能 力 で あ る 。「 人 間 の 特 性 」は 、自 己 と 他 者 と を よ り

効 果 的 に 相 互 作 用 す る 方 法 を 発 見 す る こ と で あ る 。「関 心 を 向 け る 」は 、

新 し い 興 味 、感 覚 、価 値 と い っ た も の を 開 発 す る こ と で あ る 。「 学 び 方

を 学 ぶ 」 は 、 授 業 が す べ て 終 わ っ た 後 で も 、 学 び 続 け る こ と が で き る

よ う な 知 識 や 技 能 、 戦 略 を 開 発 す る こ と で あ る 。（ L. D e e  F i n k  2 0 0 3

＝ 2 0 1 1： 89）  
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能 力 を 向 上 さ せ た り す る 点 で あ る 。 第 2 に 、 社 会 人 基 礎 力 の

育 成 は 個 々 人 の 学 習 経 験 に 繋 が り 、 自 ら の 省 察 や 試 行 錯 誤 な

ど に よ り 学 習 経 験 と 共 起 し 、 社 会 人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る 点 で

あ る 。 第 3 に 、 現 段 階 で は 、 社 会 人 基 礎 力 と キ ャ リ ア 教 育 、

イ ン タ ー ン シ ッ プ な ど の 実 践 教 育 と の つ な が り が 強 ま る 一 方 、

専 門 科 目 と キ ャ リ ア 教 育 （ 教 養 科 目 ） と の 結 び つ き が 弱 い 。

し た が っ て 、 社 会 人 基 礎 力 を 専 門 科 目 と キ ャ リ ア 教 育 に 取 り

込 み 、 統 合 す べ き 点 で あ る 。 第 4 に 、 経 験 学 習 は 「 実 践 」 と

「 経 験 」 を 重 視 し 、 教 育 現 場 で は 問 題 解 決 型 学 習 （ PBL） や 、

プ ロ ジ ェ ク ト 学 習 な ど の 実 施 が 常 々 見 ら れ る 点 で あ る 。 第 5

に 、 意 義 あ る 学 習 経 験 は 、 上 述 し た 六 つ の 学 習 の 類 型 を 基 に

し て 、 意 義 あ る 学 習 目 標 や 、 授 業 の 構 成 要 素 を 明 確 に す る 点

で あ る 。  

 本 稿 で は 上 記 で 指 摘 し た こ と に 基 づ い て 図 1 の 社 会 人 基 礎

力 と 経 験 学 習 の 関 連 の 概 念 図 を 作 成 し た 。ま ず 、成 長 期 待 は 、

学 生 の 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。 次 に 、

経 験 学 習 の 段 階 で は 、学 生 の 社 会 人 基 礎 力 を 育 成 す る た め に 、

教 師 は 計 画 的 な 意 義 あ る 教 育 プ ロ グ ラ ム や 、 授 業 活 動 を 工 夫

す る 。 学 生 は 授 業 前 後 で の 省 察 ・ 内 省 を 行 う こ と に よ り 、 自

ら の 学 習 成 果 を 振 り 返 っ て 確 認 す る 。 一 方 、 教 師 は 学 生 の 省

察 ・ 内 省 を 参 考 し 、 学 習 成 果 を 確 認 し た う え で 教 育 プ ロ グ ラ

ム や 学 習 目 標 の 修 正 を 行 う 。 最 後 に 、 こ う し た 一 連 の プ ロ セ

ス 、 す な わ ち 意 義 が あ る 学 習 経 験 を 通 し て 、 学 生 の 社 会 人 基

礎 力 の 伸 長 が 期 待 さ れ る 。  

上 述 の 検 討 に よ り 、 本 稿 で は 大 学 教 育 の 専 門 科 目 に 社 会 人

基 礎 力 を 取 り 込 み 、 計 画 的 な 教 育 プ ロ グ ラ ム を 通 し 、 学 生 自

ら の 省 察 ・ 内 省 に よ る 経 験 学 習 か ら 、 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長 を

考 察 す る 。  
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図 1 社 会 人 基 礎 力 と 経 験 学 習 の 関 連  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 研 究 方 法  

4.1 混 合 研 究 法  

John W. Creswell and Vicki L. Plano Clark（ 2007=2010）

に よ る と 、 混 合 研 究 法 （ Mixed Methods Research） デ ザ イ ン

に は 、 ト ラ イ ア ン ギ ュ レ ー シ ョ ン ( 三 角 測 量 ) デ ザ イ ン

(Triangulation Design) 、 埋 め 込 み デ ザ イ ン (Embedded 

Design)、説 明 的 デ ザ イ ン (Explanatory Design)、探 究 的 デ ザ

イ ン (Exploratory Design)の 四 つ の ア プ ロ ー チ が あ る 。  

混 合 研 究 法 の 埋 め 込 み デ ザ イ ン（ 以 下「 MMR の ED 法 」と 略

す ） と は 、 1 つ の タ イ プ の デ ー タ を 、 も う 1 つ の タ イ プ の デ

ー タ に よ っ て 枠 組 み さ れ た 研 究 手 法 論 の 中 に 埋 め 込 ん だ 状 態

で 、 デ ザ イ ン レ ベ ル に お い て 異 な る デ ー タ セ ッ ト を 混 合 さ せ

る 手 法 で あ る （ John W. Creswell and Vicki L. Plano C lark 

2007=2010： 74）。 つ ま り 、 質 的 デ ー タ を 量 的 デ ー タ に 埋 め 込

む か 、 そ れ と も 量 的 デ ー タ に 質 的 デ ー タ に 埋 め 込 む か と い う

一 つ の タ イ プ の デ ー タ が 全 体 的 デ ザ イ ン の 中 で 主 要 的 役 割 を

担 い 、 も う 一 つ の タ イ プ の デ ー タ が 全 体 的 デ ザ イ ン の 中 で 補

足 的 役 割 を 担 う 研 究 手 法 で あ る 。  

「 MMR の ED 法 」 と い う ア プ ー チ を 採 用 す る 利 点 に つ い て 、

J.W. Creswell and V.L. Plano Clark（ 2007＝ 2010： 77） は

成 長 期 待  

（ 社 会 人 基 礎 力 が

向 上 ）  

経 験 学 習  

（ 教 育 プ ロ グ ラ ム ） 

省 察 ・ 内 省  

（ 社 会 人 基 礎 力 向

上 の 確 認 ）  

方 法 改 善  

（ 授 業 プ ロ グ ラ ム

の 修 正 ）  
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以 下 の 2 点 を 指 摘 し て い る 。 第 1 は 、 1 つ の デ ー タ タ イ プ が

も う 1 つ よ り も 優 先 順 位 が 低 く 、 調 査 研 究 者 が 広 範 囲 な 量 的

お よ び 質 的 デ ー タ 収 集 に 専 心 す る の に 十 分 な 時 間 と リ ソ ー ス

を も っ て い な い と き に 用 い る こ と が で き る 点 で あ る 。第 2 は 、

こ の デ ザ イ ン で は 1 つ の 研 究 手 法 が 必 要 と す る デ ー タ は 他 の

研 究 手 法 と 比 べ て 少 な い た め 、 研 究 に 関 し て 実 績 が な い よ う

な 大 学 院 生 で も 、 よ り 論 理 的 に 扱 い や す い 点 で あ る 。 一 言 で

言 え ば 、 そ の 利 点 は 量 的 お よ び 質 的 デ ー タ の 両 方 が 使 用 可 能

で 、 デ ー タ 数 は そ れ ほ ど 多 く 求 め ら れ ず に 調 査 を 行 う こ と が

で き る 点 に あ る 。  

そ こ で 、 本 稿 で は 、 量 的 及 び 質 的 デ ー タ の 両 方 を 収 集 し 、

質 的 デ ー タ を 量 的 デ ー タ に 埋 め 込 む と い う「 MMR の ED 法 」を

用 い て 、 社 会 人 基 礎 力 を 専 門 科 目 へ 導 入 す る 効 果 測 定 を 考 察

す る 。  

圖 2  MMR 埋 め 込 み デ ザ イ ン （ ED 法 ）  

 

 

 

出 所 ） J.W.  Cr e s we ll  a nd  V .L .  P l a no  C l a rk（ 200 7＝ 201 0） p.7 6  

 

4.2 被 験 者 と 調 査 期 間  

 被 験 者 は 、本 研 究 者 の「 日 本 的 経 営 」を 履 修 し た 49 名 の 学

生 を 対 象 に 実 験 を 行 っ た 。本 稿 の 実 験 期 間 は 、2014 年 2 月 中

旬 か ら 6 月 中 旬 ま で の 4 か 月 間 で 、 1 学 期 の 授 業 期 間 で あ っ

た 。  

 

4.3 授 業 の 概 要  

実 験 対 象 の 授 業 で あ る「 日 本 的 経 営 」（ 日 本 式 經 營 管 理 ）は 、

文 藻 外 国 語 大 学 日 本 語 学 科 3 年 次 に お い て 開 講 さ れ た 選 択 科

目 で あ る 。 当 該 授 業 を 履 修 し た 学 生 は 、 日 本 語 能 力 検 定 試 験

QU A N  

 

QU A N（ qual）  

結 果 に 基 づ い た 説 明  qu a l  
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の N2 に 関 し て 合 格 、も し く は 合 格 圏 内 に あ る 能 力 を 有 し て い

る 学 習 者 で あ る 。 ま た 、 日 本 的 経 営 に 関 す る 予 備 的 知 識 を 持

ち 合 わ せ て い な い 学 習 者 で も あ る 。 授 業 で 使 用 し た 教 材 は 、

本 研 究 者 自 身 が 日 本 的 経 営 に 関 す る 書 籍 か ら 抜 粋 し 、 編 纂 し

た も の で あ る 3。授 業 の 実 施 方 法 は 、主 と し て 日 本 語 で 授 業 を

実 施 し た が 、 専 門 用 語 や 困 難 な 内 容 を 伴 う 場 合 、 中 国 語 で 説

明 す る と い う 方 法 も 用 い た 。こ こ で 強 調 し て お き た い 事 柄 は 、

当 該 授 業 は 社 会 人 基 礎 能 力 を 高 め る た め に 設 け ら れ た 授 業 で

は な く 、 既 定 の 授 業 目 標 を 損 な わ な い よ う 、 授 業 目 標 に 沿 っ

て 社 会 人 基 礎 能 力 の 概 念 を 授 業 内 容 に 取 り 入 れ 、 教 授 法 や 授

業 方 法 を 若 干 修 正 し て 実 施 し た も の で あ る 。  

 

4.4 実 施 方 法  

 一 般 の 認 識 で は 、 教 室 内 で の 問 題 を ア ク シ ョ ン ・ リ サ ー チ

の 起 点 と す る 研 究 の ス テ ッ プ は 、（ 1） 問 題 確 認 、（ 2） 問 題 分

析 、（ 3） 仮 説 形 成 、（ 4） 実 験 と 行 動 の 実 行 、（ 5） 評 価 の 五 つ

の 段 階 が あ る（ 蔡 清 田   2000:161-162）。本 稿 は 以 上 の 研 究 ス

テ ッ プ に 基 づ い て 、 以 下 の 実 験 の 実 施 プ ロ セ ス を 作 成 し た 。  

David E. Kluge（ 1993） は 、 11 種 類 の 共 同 学 習 法 を 整 理 し

た が 4、本 稿 で は 大 学 の 授 業 に お い て 頻 繁 に 使 用 さ れ る 共 同 学

習 法 の 類 型 と 実 施 方 法 を 表 1 に ま と め た 。 ま た 、 社 会 人 基 礎

力 を 専 門 科 目 に 導 入 す る 際 に 、以 下 の 三 点 を 重 視 す べ き だ と 、

経 済 産 業 省（ 2014）は 指 摘 し て い る 。そ れ は（ 1）学 生 自 身 に

                                                   
3  当 該 授 業 の 教 材 は 、 三 戸  浩 ・ 勝 部 伸 夫 ・ 池 内 秀 己 （ 20 0 6） 『 企 業

論 （ 新 版 補 訂 版 ）』 有 斐 閣 ア ル マ 、 東 北 大 学 経 営 グ ル ー プ （ 19 9 8）「 日

本 的 生 産 シ ス テ ム － ト ヨ タ 生 産 方 式 」『ケ ー ス に 学 ぶ 経 営 学 』有 斐 閣 ブ

ッ ク ス 、森 本 三 男（ 199 5）『経 営 学 入 門 』同 文 館 な ど の 書 籍 か ら 抜 粋 し 、

構 成 し た も の で あ る 。  
4  D a v id  E.  K l u ge（ 199 3） が 整 理 し た 共 同 学 習 の 類 型 は 以 下 の よ う

で あ る 。（ 1）Num b er ed  H ea d s  To g et h e r、（ 2）Thr e e S t ep  I nt er v i ew、

（ 3）Rou nd t ab l e、（ 4）Roun d  R ob i n、（ 5）Thin k - Pa i r - S h ar e、（ 6）

Sol v e- P a ir - Sh a r e、 （ 7） Jig s aw  I（ ジ グ ソ ー I） 、 （ 8） Jigs a w  Ⅱ

（ ジ グ ソ ー Ⅱ ） 、 （ 9） Tea m J ig s a w（ チ ー ム ・ ジ グ ソ ー ） 、 （ 10）

Stu d en t  Te a m s A c hi ev e m en t  Di v i si o n（ STA D）、（ 11）Co - o p  C o -o p。  
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よ る 目 標 設 定 ・ プ ロ セ ス デ ザ イ ン 、（ 2） 教 員 の 支 援 的 関 与 に

よ る 主 体 的 学 習 の 促 進 、（ 3） カ リ キ ュ ラ ム 化 に よ る 継 続 性 の

確 保 、 で あ る （ 経 済 産 業 省  2014： 2)。  

 

圖 3  本 稿 の 実 験 の 実 施 プ ロ セ ス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そ こ で 、本 稿 に お い て 用 い た 授 業 法 は 、「 一 斉 授 業 」と「 共

同 学 習 法 」 を 併 用 し 、 さ ら に 「 共 同 学 習 法 」 で は 「 問 題 解 決

型 学 習 （ PBL）」、「 チ ー ム ・ ゲ ー ム 競 争 」、「 学 生 チ ー ム ： 成 績

班 」 な ど の 教 授 法 を 採 用 し 、 学 生 の 自 主 的 な 学 習 を 促 す こ と

を 図 っ た 。 ま た 、 事 前 調 査 の 際 に 、 社 会 人 基 礎 力 の 自 己 評 価

表 に は 、 学 生 自 身 に よ る 社 会 人 基 礎 力 の 達 成 目 標 を 作 成 さ せ

た 。  

測 定 方 法 は 、本 研 究 は 授 業 の 2 週 目 と 16 週 目 に 学 生 に「 社

会 人 基 礎 力 の 自 己 評 価 表 」（ 事 前 調 査 と 事 後 調 査 ）を 書 か せ た 。

「 社 会 人 基 礎 力 の 自 己 評 価 表 」 に は ア ン ケ ー ト 式 （ 量 的 ） 及

び 自 由 記 述 式 （ 質 的 ） の 質 問 項 目 を 併 用 し た 。 と り わ け 、 事

後 調 査 で は 社 会 人 基 礎 力 に 影 響 を 及 ぼ す 諸 要 因 を 明 ら か に す

る た め 、 学 習 過 程 、 経 験 学 習 な ど の 質 問 項 目 を 用 意 し た 。  

 

 

 

 

実

験

参

加

者  

問 題 分 析  
実 施 方 法 の  

デ ザ イ ン  

実 験 の  

実 施  
成 果 評 価  

結 果 分 析  

研 究 結 果  
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表 1  共 同 学 習 法 の 実 施 方 法  

学 生 チ ー ム ： 成 績 班

Stud en t  

Te a m s - A c hi e ve m e nt  

Di v i si o n s（ STA D）  

チ ー ム・ゲ ー ム 競 争

TGT: Te a m -G a me s - To

ur n a me n t s  

ジ グ ソ ー Ⅱ  

Jig s aw  Ⅱ  

教 師 が 主 と し て 一 斉

授 業 の 形 で 学 習 内 容

に 関 す る 情 報 を 伝

え 、 チ ー ム の 振 り 分

け を 行 う  

教 師 が 主 に 一 斉 授

業 の 形 で 学 習 内 容

に 関 す る 情 報 を 伝

え 、チ ー ム の 振 り 分

け を 行 う  

各 メ ン バ ー に 、 全 員 が

学 ぼ う と し て い る 学 習

課 題 を 割 り 振 る  

学 生 は 教 師 に 与 え ら

れ た 学 習 課 題 に つ い

て 行 動 を 行 う  

学 生 は 教 師 に 与 え

ら れ た 学 習 課 題 に

つ い て 行 動 を 行 う  

同 一 の ト ピ ッ ク が 割 り

振 ら れ た 学 生 は 元 の チ

ー ム を 離 れ 、一 つ の「 エ

キ ス パ ー ト ・ チ ー ム 」

と 呼 ぶ チ ー ム を 作 り 、

そ こ で 協 働 的 な 学 習 を

行 う  

学 習 し た 内 容 に 基 づ

い て テ ス ト を 実 施 す

る  

チ ー ム ご と に 勉 強

ゲ ー ム を 競 争 さ せ

る  

各 々 の 学 生 は 再 度 元 の

「 ホ ー ム ・ チ ー ム 」 に

戻 り 、 自 ら が 得 た 情 報

を 他 の メ ン バ ー に 分 か

ち 合 う  

個 別 に テ ス ト を 受

け 、 本 人 の 以 前 の 成

績 を 基 準 と し て 、 進

歩 状 況 を 測 り 、 得 点

を 決 め る  

 

チ ー ム 間 で 互 い に

競 争 し 、得 点 が 最 も

高 い チ ー ム 及 び 個

人 に は 報 酬 を 与 え

る  

デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し た

ト ピ ッ ク に 基 づ い て 個

別 に テ ス ト を 受 け 、 本

人 の 以 前 の 成 績 を 基 準

と し て 、 進 歩 状 況 を 測

り 、 得 点 を 決 め る  

出 所 ） 王 文 科 、 王 智 弘 （ 201 0） p . 4 1 4、 D a v i d  E .  K l u g e（ 1 9 9 3） よ り 作

成 。  

 

4.5 測 定 尺 度 と 得 点 算 出 方 法  

社 会 人 基 礎 力 の 尺 度 は 、 董 莊 敬 （ 2014） で 開 発 し た も の を

使 用 し た 。 こ の 尺 度 は 36 質 問 項 目 か ら 構 成 さ れ 、「 極 端 値 の

比 較 」、「 質 問 項 目 の 相 関 」、「 内 部 一 致 性 の 検 定 」の 検 定 で は 、

信 頼 性 が 高 く 、 尺 度 全 体 の 内 部 一 致 性 が 優 れ て い る と い う 結

果 が 出 た 。経 験 学 習 の 尺 度 に つ い て は 、ま ず KJ 法 を 用 い 、学

生 が 共 同 し て 、 経 験 学 習 の 経 験 や 問 題 点 な ど を 洗 い 出 し た 5。

                                                   
5  K J 法 と は 川 喜 田 二 郎 が 開 発 し た も の で 、発 想 法 の 一 つ で あ る 。KJ 法

は 大 別 す る と 、 四 つ の ス テ ッ プ が あ る 。 第 1 ス テ ッ プ は 「 紙 き れ づ く

り 」 で あ る 。 第 2 ス テ ッ プ は 、 発 想 し た も の を 記 し た 当 該 紙 き れ を 収

集 し て 行 う 「 グ ル ー プ 編 成 」 で あ る 。 第 3 ス テ ッ プ は さ ら に そ れ を 踏
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そ し て 、 Kolb David（ 1984＝ 2008） の 経 験 学 習 モ デ ル を 参 考

に し な が ら 、KJ 法 に よ る 結 果 に 基 づ い て 経 験 学 習 の 尺 度 を 作

成 し た 。 表 2 は 各 尺 度 の 得 点 算 出 方 法 を 示 し て い る も の で あ

る 。  

表 2 各 尺 度 の 得 点 算 出 方 法  

各 尺 度  得 点 算 出 方 法  

社 会 人 基 礎 力  董 （ 2004） に よ る 社 会 人 基 礎 力 尺 度 を 使 用 し た 。

36 項 目 の 質 問 か ら 構 成 さ れ 、 リ カ ー ド 5 段 階 評

定 （ 1～ 5 点 ） で 回 答 を 求 め た 。 そ れ を 加 点 し て

各 能 力 要 素 の 得 点 を 算 出 し た 。可 能 範 囲 は 3 点 ～

15 点 で あ る  

経 験 学 習  Kolb David（ 1984＝ 2008） の 経 験 学 習 モ デ ル

を 参 考 に し な が ら 、 KJ 法 に よ る 結 果 に 基 づ い

て 経 験 学 習 の 尺 度 を 作 成 し た 。尺 度 は 12 項 目

の 質 問 か ら 構 成 さ れ 、リ カ ー ド 5 段 階 評 定（ 1

～ 5 点 ） で 回 答 を 求 め た 。  

 

5. 結 果 分 析  

5.1 授 業 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 変 化  

 授 業 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長 は 、 対 応 サ ン プ ル の t 検 定

の 結 果 、t=-6.485 ,df=48,ｐ =.000＜ .001 と な り 、授 業 前 後 の

社 会 人 基 礎 力 の 12 能 力 要 素 の 変 化 は 、統 計 的 に 有 意 差 が み ら

れ る 。 表 3 を み る と 明 ら か な よ う に 、 授 業 後 の 社 会 人 基 礎 力

の 得 点 が 授 業 前 よ り 高 く 、 と り わ け 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル

力 、 創 造 力 、 主 体 性 、 課 題 発 見 力 に お い て は 得 点 差 が 大 き い

こ と が わ か っ た 。 一 方 、 三 つ の 能 力 の 合 計 平 均 得 点 は 授 業 前

よ り 高 く な っ た が 、 「 チ ー ム ワ ー ク で 働 く 」 に 関 す る 得 点 の

伸 長 は そ れ ほ ど 大 き く な か っ た 。  

 

 

 

                                                                                                                                                  

み 台 に し て 実 施 さ れ る 「 A 型 図 解 」 と 呼 ば れ る ス テ ッ プ で あ る 。 最 後

の 第 4 ス テ ッ プ は A 型 図 解 を 踏 み 台 に し て 行 わ れ る 「 B 型 文 章 化 」 と

称 さ れ る も の で あ る 。（ 川 喜 田 二 郎 19 7 0： 4 8 - 5 1）  
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表 3 授 業 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長  

12能 力 要 素  前  後  差  

Lス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力  10.35 11.86 +1.51 

F創 造 力  9.73 11.06 +1.33 

A主 体 性  10.33 11.47 +1.14 

D課 題 発 見 力  9.96 11.06 +1.10 

C実 行 力  9.67 10.76 +1.09 

B働 き か け 力  10.10 11.16 +1.06 

E計 画 力  10.41 11.33 +0.92 

J状 況 把 握 力  11.43 12.35 +0.92 

I柔 軟 性  11.51 12.08 +0.57 

K規 律 性  11.96 12.49 +0.53 

H傾 聴 力  11.57 12.00 +0.43 

G発 信 力  10.20 10.20 0.00 

合 計  127.22 137.82 +10.59 

三 つ の 能 力  前  後  差  

考 え 抜 く 力  10.03 11.15 +1.12 

前 に 踏 み 出 す 力  10.03 11.13 +1.10 

チ ー ム ワ ー ク で 働 く 力  11.17 11.83 +0.66 

N 49 

 

図 4 授 業 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長  

 

5.2 経 験 学 習 の 因 子 分 析  

本 稿 で は 、 経 験 学 習 の 要 因 が ど の よ う に 社 会 人 基 礎 力 の 伸

長 に 影 響 を 及 ぼ す の か に つ い て 考 察 す る 。 そ の た め 、 経 験 学

習 の 尺 度 の 因 子 分 析 を 行 う こ と に よ り 、 そ の 因 子 を 析 出 さ せ

る 必 要 が あ る 。 経 験 学 習 の 尺 度 の 因 子 分 析 を 行 っ た 結 果 は 表
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5 に 示 さ れ て い る 。 そ の 結 果 を 検 討 す る に 先 立 っ て 、 因 子 分

析 の 妥 当 性 の KMO お よ び Bartlett の 検 定 に つ い て 検 討 す る 。

KMO 及 び Bartlett の 因 子 分 析 の 検 定 統 計 量 を 検 討 し た 結 果 、

適 合 度 検 定 に お け る 有 意 確 率 は .000 で 、 KMO 検 定 統 計 量

が .778 と な っ て い る 。 KMO 検 定 統 計 量 の 基 準 値 は 1 に 近 い ほ

ど 変 数 の 因 子 分 析 を 行 う の に 適 合 す る と さ れ る 。 そ こ で 、 本

稿 に お け る 学 習 経 験 尺 度 の 12 項 目 の 変 数 は 、因 子 分 析 に 適 合

し て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。ま た 、尺 度 の 12 質 問 項 目 の

α 係 数 は .878 で あ り 、 尺 度 の 内 的 整 合 性 が 良 い と 言 え る 。  

 

表 4 KMOお よ び Bartlettの 検 定  

K ai s e r -M e y e r -O l k i n  の 標 本 妥 当 性 の 測 度  .778  

B ar t l e tt  の 球 面 性 検 定  

  

近 似 カ イ 2乗  250.7 5 9  

自 由 度  66 

有 意 確 率  .000  

 

 因 子 抽 出 は 主 因 子 法 を 用 い 、 固 有 値 を 1 に 設 定 し て バ リ マ

ッ ク ス 回 転 を 行 い 、 3 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 第 1 因 子 は 、 「 自

ら の 学 習 方 法 は 適 切 か ど う か を 分 析 す る 」 「 必 要 な 情 報 を 集

め 、 自 ら が 経 験 し た こ と を 分 析 す る 」 「 成 功 経 験 を 他 の 学 習

に 活 か す こ と を 試 す 」 な ど の 項 目 の 因 子 寄 与 が 高 く 、 「 自 ら

が 経 験 し た こ と を 省 察 し 、 そ の 省 察 を 通 し て 成 功 ・ 失 敗 の 経

験 を 他 の 学 習 に 活 か す 」 こ と か ら 、 「 内 省 的 実 践 」 と 命 名 し

た 。 第 2 因 子 は 、 「 過 去 の 成 功 経 験 か ら 自 ら の 学 習 の コ ツ に

変 え る 」 「 経 験 か ら 学 ん だ 知 識 や 技 能 を 実 際 の 学 習 に 応 用 す

る 」 「 様 々 な 学 習 経 験 か ら 自 ら の 法 則 を 見 出 す 」 の 項 目 の 因

子 寄 与 が 高 く 、 「 抽 象 的 な 経 験 か ら 具 体 化 し て 、 自 ら の 法 則

を 見 出 し 、学 習 の コ ツ に 変 え る 」こ と か ら 、「 抽 象 的 概 念 化 」

と 名 付 け た 。第 3 因 子 は 、「 成 功 や 失 敗 の 経 験 か ら 学 習 す る 」

「 成 功 し た 学 習 経 験 が 達 成 感 を も た ら す 」 「 自 ら の 成 功 や 失

敗 の 原 因 を 考 え る 」 の 項 目 で は 「 自 ら の 成 功 や 失 敗 の 経 験 を
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体 験 し 、 そ れ を 通 し て 学 習 す る 」 こ と か ら 、 「 具 体 的 経 験 」

と 命 名 し た 。  

各 因 子 の 下 位 尺 度 の 得 点 を 算 出 し た 結 果 は 、内 省 的 実 践（ 平

均 4.03、 SD 0.46）、抽 象 的 概 念 化（ 平 均  4.10、 SD 0.50）、

具 体 的 経 験 （ 平 均 4.22、 SD 0.41） で あ っ た 。 各 因 子 の 内 的

整 合 性 を 検 討 す る た め 、 尺 度 の 信 頼 性 係 数 （ α 係 数 ） を 算 出

し た と こ ろ 、 第 1 因 子 内 省 的 実 践 は α ＝ .848、 第 2 因 子 抽 象

的 概 念 化 は α ＝ .727、第 3 因 子 具 体 的 な 経 験 は α ＝ .631 と な

っ て お り 、 許 容 で き る 値 が 得 ら れ た 。  

 

表 5 経 験 学 習 尺 度 の 因 子 分 析  

変    数  

因 子 1  

内 省 的

実 践  

因 子 2  

抽 象 的

概 念 化  

因 子 3  

具 体 的

経 験  

因 子 1  内 省 的 実 践 （ α ＝ . 8 4 8）     

F自 ら の 学 習 方 法 は 適 切 か ど う か を 分 析 す る  . 8 3 1  . 2 5 1  - . 0 3 8  

L同 じ よ う な 失 敗 を 繰 り 返 さ な い た め に 、 過 去 の 失

敗 経 験 を よ く 覚 え て い る  
. 6 0 2  . 1 1 0  . 2 7 9  

E必 要 な 情 報 を 集 め 、 自 ら が 経 験 し た こ と を 分 析 す

る  
. 5 9 0  . 1 3 9  . 3 9 8  

A自 ら が 様 々 な 経 験 の 機 会 を も 求 め る  . 5 6 3  . 2 9 8  . 3 3 3  

K成 功 経 験 を 他 の 学 習 に 活 か す こ と を 試 す  . 5 2 0  . 2 7 7  . 2 7 1  

G過 去 の 経 験 を 基 に し て 仮 説 を 立 て る  . 4 7 1  . 4 6 7  . 3 8 2  

因 子 1  抽 象 的 概 念 化 （ α＝ . 7 2 7）     

H過 去 の 成 功 経 験 か ら 自 ら の 学 習 の コ ツ に 変 え る  . 2 5 0  . 8 8 9  . 1 1 2  

J経 験 か ら 学 ん だ 知 識 や 技 能 を 実 際 の 学 習 に 応 用 す

る  
. 1 8 9  . 5 9 5  . 1 4 0  

I様 々 な 学 習 経 験 か ら 自 ら の 法 則 を 見 出 す  . 2 7 3  . 3 8 9  . 3 8 1  

因 子 1  具 体 的 経 験 （ α ＝ . 6 3 1）     

B成 功 や 失 敗 の 経 験 か ら 学 習 す る  . 3 1 0  . 1 7 9  . 6 9 2  

C成 功 し た 学 習 経 験 が 達 成 感 を も た ら す  - . 0 3 2  . 4 8 7  . 5 7 7  

D自 ら の 成 功 や 失 敗 の 原 因 を 考 え る  . 3 1 1  . 0 4 0  . 3 8 7  

因 子 寄 与  2 . 5 7 8  2 . 0 4 5  1 . 7 0 7  

因 子 寄 与 率 （ ％ ）  2 1 . 4 8 5  1 7 . 0 3 9  1 4 . 2 2 4  

累 積 因 子 寄 与 率 （ ％ ）  2 1 . 4 8 5  3 8 . 5 2 4  5 2 . 7 4 8  

下 位 尺 度 得 点  4 . 0 3 0 6  4 . 1 0 8 8  4 . 2 2 4 5  

因 子 抽 出 法 ： 主 因 子 法   

回 転 法 ： K a i s e r  の 正 規 化 を 伴 う バ リ マ ッ ク ス 法  

 

5.3 社 会 人 基 礎 力 の 重 回 帰 分 析  

 社 会 人 基 礎 力 に 影 響 及 ぼ す 諸 要 因 を 明 ら か に す る た め 、 本

稿 で は 二 つ の モ デ ル を 作 成 し 、 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 。 モ デ ル

1 は 授 業 中 及 び 放 課 後 で 「 学 習 態 度 」 の モ デ ル で あ る 。 モ デ

184



台灣日語教育學報第23号

ル 1 に 経 験 学 習 の 変 数 を 加 え た モ デ ル 2 は 、「 経 験 学 習 」の モ

デ ル と し た 。 社 会 人 基 礎 力 の 重 回 帰 分 析 を 行 っ た 結 果 は 表 6

に 示 さ れ て い る 。 モ デ ル の 適 合 度 を み る と 、 モ デ ル 1 は R2

乗 =.352、 調 整 済 み R2 乗 =.293、 df=4,f=5.969,p=.001＜ .01

で 、 モ デ ル 2 は R2 乗 .532 、 調 整 済 み R2 乗 =.452 、

df=7,f=6.665,p=.000＜ .001 と な っ て い る 。 R2 乗 値 が 大 き い

ほ ど 、 モ デ ル が デ ー タ に 適 合 し て い る こ と を 表 す 。 ま た 、 当

該 デ ー タ で は 、モ デ ル 1 の ｐ ＜ .01、モ デ ル 2 の p＜ .001 で あ

る た め 、R2 乗 値 を 推 定 値 と し て 採 用 す る こ と の 有 意 性 が 認 め

ら れ る 。 し た が っ て 、 本 稿 で の モ デ ル 1 及 び モ デ ル 2 の モ デ

ル 適 合 性 が 良 い と 言 え る 。  

 

表 6 社 会 人 基 礎 力 の 重 回 帰 分 析  

変     数  

モ デ ル 1 

学 習 態 度  

モ デ ル 2 

経 験 学 習  

β  β  

授 業 中 積 極 的 に グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ

ョ ン に 参 加 し た  
.2 4 1  . 2 2 7  

授 業 中 何 か 質 問 が あ っ た 場 合 、積 極 的 に

ク ラ ス メ ー ト や 教 師 と 話 し 合 っ た  
.3 7 1 *  . 2 8 0 *  

放 課 後 、積 極 的 に グ ル ー プ プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン の デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や 制 作 に 参

加 し た  

.1 5 8  . 1 3 3  

放 課 後 、授 業 内 容 に つ い て 積 極 的 に ク ラ

ス メ ー ト と 話 し 合 っ た  
-. 1 5 6  - . 2 6 0  

内 省 的 実 践   . 3 0 2 *  

抽 象 的 概 念 化   . 2 3 8 *  

具 体 的 経 験   . 1 9 7  

R 2乗  . 3 5 2  . 5 3 2  

調 整 済 み R2乗  . 2 9 3  . 4 5 2  

モ デ ル 適 合 度  df = 4 , f = 5 . 9 6

9 , p = . 0 0 1

＜ . 0 1  

d f = 7 , f = 6 . 6 6 5

, p = . 0 0 0

＜ . 0 0 1  

* * * p＜ .001、 * * p＜ .01、 * p＜ .05  

 

 モ デ ル 1 学 習 態 度 モ デ ル で は 、「 授 業 中 何 か 質 問 が あ っ た 場

合 、 積 極 的 に ク ラ ス メ ー ト や 教 師 と 話 し 合 っ た 」 の 項 目 で 統

計 的 に 有 意 で あ っ た 。 モ デ ル 2 経 験 学 習 モ デ ル で は 、 モ デ ル
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1 で 有 意 で あ る 変 数 は 依 然 と し て 有 意 で あ り 、 さ ら に 「 内 省

的 実 践 」 及 び 「 抽 象 的 概 念 化 」 の 項 目 で 統 計 的 に 有 意 を 示 し

て い る 。こ の 結 果 か ら 、次 ぎ の 2 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。

第 1 に 、 授 業 中 、 不 明 な 点 や 理 解 不 能 な 点 が あ る 場 合 、 自 ら

が 教 師 や ク ラ ス メ ー ト と 話 し 合 う と い う 積 極 的 な 学 習 態 度 は

社 会 人 基 礎 力 に 影 響 を 及 ぼ す 。第 2 に 、積 極 的 な 態 度 以 外 に 、

経 験 学 習 の 内 省 的 実 践 及 び 抽 象 的 概 念 化 は 社 会 人 基 礎 力 に 影

響 を 与 え て い る 。 そ れ は 、 自 ら が 抽 象 的 な 経 験 を 概 念 化 し 、

ま た そ れ を 内 省 し た 後 、 実 践 に 転 化 す る こ と を 通 し て 、 社 会

人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る 可 能 性 が あ る た め で あ る 。  

 

5.4 授 業 評 価 及 び 学 生 の 学 習 成 果  

 以 上 に お い て 、 大 学 専 門 科 目 を 通 し た 社 会 人 基 礎 力 の 育 成

に つ い て 考 察 し て き た 。 こ の 節 で は 、 本 授 業 の 授 業 内 容 や 教

室 活 動 な ど の 授 業 デ ザ イ ン に つ い て 学 生 か ら の 授 業 評 価 及 び

学 生 の 学 習 成 果 の 二 つ の 側 面 か ら 検 討 す る 。  

（ 1） 学 生 か ら の 授 業 評 価  

こ の 本 研 究 者 が 実 施 し た ア ン ケ ー ト の 結 果 か ら 、 お よ そ

8％ の 被 験 者 が 、「 授 業 内 容 が 難 し い 」「 教 授 進 度 が 速 い 」と い

う 質 問 項 目 に 対 し て 「 そ う 思 う 」 と 答 え た の に 対 し て 、 5 割

の 者 は 「 そ う 思 わ な い 」 と し て い る 。 85％ の 被 験 者 は 「 教 師

が 授 業 内 容 を 理 解 し 易 い よ う に 説 明 し て く れ た 」、 さ ら に

90％ 以 上 の 被 験 者 が 「 教 師 が 学 生 に 考 え さ せ る 」、「 教 師 が 時

事 問 題 を 修 業 内 容 に 取 り 入 れ た こ と に よ り 、 理 論 と 実 務 が 結

合 し た 」 、 「 こ の 授 業 を 通 し て 多 く の 知 識 を 身 に つ け た 」 と

し て お り 、 本 授 業 は 全 体 的 に 高 く 評 価 さ れ て い る こ と が わ か

っ た 。 ま た 、 57％ の 被 験 者 は グ ル ー プ ご と の プ レ ゼ ン テ ー シ

ョ ン の 学 習 効 果 を 高 く 評 価 し 、お よ そ 45％ の 被 験 者 は 、よ り

多 く の グ ル ー プ に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 期 待 し て い る と 、

調 査 結 果 か ら 明 ら か に な っ た 。  
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 ま た 、全 校 で 実 施 さ れ た 授 業 評 価 の 平 均 得 点 は 4.38 で あ っ

た 。一 方 、当 該 授 業 の 平 均 得 点 は 4.51 で 、全 校 平 均 得 点 よ り

も 高 得 点 で あ る こ と は 明 白 で あ る 。 さ ら に 、 本 研 究 者 が 実 施

し た ア ン ケ ー ト 調 査 に お い て も 、 当 該 授 業 を 選 択 し た 学 生 か

ら 高 評 価 を 得 て い る 。す な わ ち 、こ れ ら の 授 業 評 価 に 関 し て 、

整 合 性 が あ る と い え る 。  

 

表 7 学 生 か ら の 授 業 評 価  

項 目 （ 単 位  ％ ）  

非 常

に そ

う 思

う  

そ う

思 う  

ど ち ら

と も い

え な い  

そ う

思 わ

な い  

ま っ た

く そ う

思 わ な

い  

A授 業 内 容 が 難 し い  0 . 0  8 . 2  4 4 . 9  4 4 . 9  2 . 0  

B教 師 の 教 授 進 度 が 速 い  2 . 0  6 . 1  3 6 . 7  5 3 . 1  2 . 0  

C教 師 が 授 業 内 容 を わ か り や す く

説 明 し て く れ た  

2 4 . 5  6 1 . 2  1 0 . 2  0 . 0  4 . 1  

Dグ ル ー プ に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ

ン を 多 く し て ほ し い  

4 . 1  4 0 . 8  4 2 . 9  1 2 . 2  0 . 0  

Eグ ル ー プ ご と の プ レ ゼ ン テ -シ ョ

ン の 学 習 効 果 が 良 い  

6 . 1  5 1 . 0  2 8 . 6  1 4 . 3  0 . 0  

F教 師 が 学 生 に 考 え さ せ る  2 8 . 6  6 5 . 3  4 . 1  0 . 0  2 . 0  

G教 師 が 時 事 問 題 を 修 業 内 容 に 取

り 入 れ た こ と に よ り 、 理 論 と 実 務

が 結 合 し た  

3 8 . 8  5 3 . 1  6 . 1  0 . 0  2 . 0  

Hこ の 授 業 を 通 し て 多 く の 知 識 を

身 に つ け た  

4 9 . 0  4 4 . 9  4 . 1  0 . 0  2 . 0  

N  4 9  

注 ） 1サ ン プ ル に よ る カ イ 2乗 検 定 の 結 果 、 p＝ .00 0＜ . 0 0 1  

 

（ 2） 学 生 の 学 習 成 果  

 先 述 し た よ う に 、 本 研 究 は 既 定 の 授 業 目 標 を 損 な わ な い よ

う 、 教 授 法 な ど の 工 夫 を 通 し て 学 生 の 社 会 人 基 礎 力 を 高 め る

こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。 学 生 の 学 習 成 果 か ら 、 本 研 究

を 実 施 し た 1 0 2 学 年 度 に お け る 学 生 の 成 績 に 関 す る 平 均 得 点

は 7 3 .8 点 で あ っ た 。一 方 、調 査 お よ び 研 究 を 実 施 し て い な い

10 1 学 年 度 の 平 均 得 点 は 7 3 .5 点 で あ っ た 。 こ の 点 に 関 し て 、

以 下 の 2 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。 第 1 に 、 当 初 、 本 研 究

の 実 施 に よ っ て 、 既 定 の 授 業 目 標 を 損 な う 恐 れ が あ る の で は

な い か と い う 懸 念 が あ っ た 。 し か し な が ら 、 学 生 の 成 績 に 関
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す る 平 均 得 点 が ほ ぼ 同 様 で あ っ た こ と か ら 、 そ の よ う な 懸 念

は 杞 憂 で あ っ た と い う 点 で あ る 。 第 2 に 、 学 生 の 成 績 は 学 習

成 果 の み の 評 価 で あ り 、 社 会 人 基 礎 力 に 対 し て の 評 価 は 含 ま

れ て い な い 点 で あ る 。  

 

6. 考 察  

 上 述 の 結 果 分 析 か ら 、授 業 前 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 伸 長 で は 、

ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 の 得 点 が 最 も 高 く 、 そ れ に 続 き 、 創

造 力 、主 体 性 、課 題 発 見 力 の 順 と な っ て い る 。12 能 力 要 素 の

伸 長 は そ れ ほ ど 大 き く は な い が 、概 し て 言 え ば 、12 能 力 要 素

は 全 体 的 に 伸 長 し て い る と い う 結 果 が 明 ら か に な っ た 。  

さ ら に 、 事 前 調 査 と 事 後 調 査 か ら 学 生 自 ら の 社 会 人 基 礎 力

の 自 己 評 価 の 変 化 を み る と 、 得 点 が 最 も 高 い ス ト レ ス コ ン ト

ロ ー ル 力 で は 、事 前 調 査 に お い て「 No.37 挫 折 に 遭 っ た と き 、

諦 め や す い 」、「 NO.42 ス ト レ ス に 遭 っ た と き 、 ポ ジ テ ィ ブ 的

に 物 事 に 対 応 で き な い 」 と い う ネ ガ テ ィ ブ な 自 己 評 価 を 目 に

す る 。 だ が 、 事 後 調 査 に お い て は 「 No.37 ス ト レ ス か ら 自 分

の 働 き か け 力 へ 転 化 し 、 挫 折 や 落 ち 込 み な ど で 自 滅 せ ず に 、

よ り ポ ジ テ ィ ブ に な っ た 」、「 NO.42 い く つ か の プ レ ゼ ン テ ー

シ ョ ン を 経 験 し た 後 、 ス ト レ ス コ ン ト ロ ー ル 力 が 以 前 よ り よ

く な っ た 」 な ど の ポ ジ テ ィ ブ な 自 己 評 価 に 転 換 し た と い う 例

が 見 ら れ る 。  

そ れ 以 外 に 、 事 後 調 査 に お け る 学 生 の 自 己 評 価 は 以 下 の よ

う な 意 見 が あ る 。 創 造 力 に お い て は 、「 No.4 以 前 の や り 方 に

拘 ら な い 」、「 No.15 奇 想 天 外 な 面 白 い 答 え を 考 え た 」、「 No.22

自 分 な り の 独 特 の 考 え 方 が あ る 」 な ど 、 従 来 の 考 え 方 に 拘 ら

ず に 独 創 性 の あ る 考 え 方 を 考 案 す る よ う に な っ た と い う 例 が

伺 え る 。  

ま た 、 主 体 性 に お い て は 、 多 く の 学 生 は 、「 No.4 以 前 よ り

自 主 的 に 問 題 を 発 見 し 、 解 決 す る 」、「 No.15 授 業 中 、 手 を 挙
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げ て 質 問 に 答 え た 」、「 No.20 二 回 手 を 挙 げ て 質 問 に 答 え た 」、

「 No.22 よ り 積 極 的 に な っ た 」、「 No.24 自 主 的 に ス ケ ジ ュ ー ル

を 立 て 、 そ れ を 完 遂 す る よ う に な っ た 」、「 No.26 よ り 自 主 的

に 勉 強 し た 」、「 No.30 自 主 的 に 物 事 を 解 決 す る よ う に な っ た 」、

「 No.37 以 前 よ り 自 主 的 に あ る 物 事 を 完 遂 す る よ う に な っ

た 」、「 No.42 以 前 よ り 自 主 的 に 学 習 す る よ う に な っ た 」な ど 、

多 く の 学 生 は 自 ら が 「 従 来 よ り 自 主 的 に 、 積 極 的 に 」 学 習 し

た り 、 自 ら が や る べ き こ と を 見 つ け て 取 り 組 ん だ り す る こ と

が で き る よ う に な っ た と 自 己 評 価 の 結 果 か ら 読 み 取 れ る 。  

だ が 、授 業 後 の 社 会 人 基 礎 力 の 12 能 力 要 素 が 全 体 的 に 伸 び

て い る わ け で は な く 、 横 ば い の 状 態 に な っ た も の が あ る 。 そ

の う ち 、 と り わ け 発 信 力 で は 、 授 業 前 後 で の 能 力 の 伸 長 が 見

ら れ ず 、 横 ば い の 状 態 に な る こ と が わ か っ た 。 こ の 点 に つ い

て 事 後 調 査 の 学 生 の 自 己 評 価 か ら 検 討 す る 。「 No.9 時 折 発 信

力 が 足 り ず 、 他 の 人 は 自 分 が 伝 え た い こ と を 理 解 し て く れ な

い 」、「 No.29 同 様 の 意 見 だ が 、 異 な っ た 言 葉 で 説 明 す る と 、

誤 解 を 招 い た 」 な ど の 意 見 が 見 ら れ る 。 こ の 結 果 に よ り 次 の

2 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。 第 1 に 、 学 生 か ら の 授 業 評 価

を 分 析 す る と 、 45％ の 被 験 者 が 意 欲 的 ・ 積 極 的 な 態 度 で グ ル

ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に 立 ち 向 か お う と す る が 、 半 数 以 上 の

者 は 積 極 的 な 意 欲 を 示 し て い な い と 言 わ ざ る を 得 な い 。 第 2

に 、 学 生 自 ら が 意 見 や 考 え 方 を わ か り や す く 整 理 し 、 他 人 に

伝 え る 能 力 が 不 足 し て い る 側 面 が う か が え る 。 こ の 点 に つ い

て 言 え ば 、 グ ル ー プ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン は 人 と 人 と が 協 力 し

た チ ー ム ワ ー ク 力 が 必 要 と さ れ 、 自 力 で 達 成 で き な い 共 同 作

業 で あ る 。 だ が 、 学 生 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン の 仕 方 か ら 判 断

す る と 、 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン と い う 一 つ 大 き な 仕 事 を 細 分 化

し 、 一 人 一 人 で 分 配 さ れ た 部 分 の み を 担 当 し 、 準 備 す る 。 さ

ら に 、 発 表 当 日 の プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン で は 自 ら が 担 当 し た 部

分 の み を 発 表 し 、 教 師 や 学 生 に 質 問 さ れ た 場 合 、 自 ら が 担 当
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し た 部 分 し か 答 え る こ と が で き な い 。 こ の よ う に 、 学 生 自 ら

が 担 当 し た 部 分 の 内 容 の み を 理 解 し た だ け で 、 プ レ ゼ テ ー シ

ョ ン の 全 体 像 を 把 握 で き て い な い 。 そ れ 故 、 授 業 前 後 の 社 会

人 基 礎 力 の 三 つ の 能 力 の う ち 、「 チ ー ム ワ ー ク で 働 く 力 」の 得

点 の 伸 長 が 他 の 二 つ の 能 力 よ り 低 い 所 以 で あ る 。 こ の 点 は 、

次 回 の 教 育 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 際 に 注 意 を 払 う べ き 論 点 で

あ る 。  

 次 に 、 経 験 学 習 の 尺 度 の 因 子 分 析 に つ い て 検 討 す る 。 本 稿

で は Kolb David（ 1984＝ 2008） の 経 験 学 習 モ デ ル を 参 考 に し

な が ら 、 経 験 学 習 の 尺 度 を 作 成 し 、 そ れ を 用 い て 因 子 分 析 を

行 っ た 。そ の 結 果 、「 内 省 的 実 践 」、「 抽 象 的 概 念 化 」、「 具 体 的

経 験 」 の 3 因 子 が 抽 出 さ れ た 。 信 頼 性 係 数 を み る と 、 本 稿 の

経 験 学 習 の 尺 度 は 許 容 で き る 値 が 得 ら れ た 。 ま た 、 経 験 学 習

と 社 会 人 基 礎 力 の 関 連 性 に つ い て 言 え ば 、 授 業 中 、 授 業 内 容

に 関 す る 部 分 が 理 解 不 能 な 場 合 、 自 主 的 に 教 師 や ク ラ ス メ ー

ト に 尋 ね た り 、 討 論 し た り す る 積 極 的 な 態 度 で 学 習 し よ う と

す る と 、 社 会 人 基 礎 力 に 大 い に 影 響 を 及 ぼ す と い う こ と が 研

究 結 果 か ら 分 か っ た 。 と り わ け 、 学 習 の 過 程 に お い て 経 験 か

ら 学 ん だ 知 識 や 情 報 な ど 、 抽 象 的 な も の を 概 念 化 し 、 そ れ を

内 省 す る こ と を 通 し て 自 ら の 学 習 の コ ツ に 転 化 し 、 さ ら に 自

主 的 に 応 用 す る こ と が 、 社 会 人 基 礎 力 に 影 響 を 与 え る こ と が

明 ら か に な っ た 。  

 最 後 に 、 本 授 業 の デ ザ イ ン の 妥 当 性 を 検 討 す る 。 こ の 結 果

か ら 、 学 生 に 自 主 的 に 考 え さ せ 、 授 業 内 容 に 時 事 問 題 を 導 入

す る こ と に よ る 理 論 と 実 務 の 結 合 に よ り 、 本 授 業 を 通 し て 多

く の 知 識 や 情 報 を 身 に つ け る こ と が で き る と 、 90％ 以 上 の 被

験 者 が 高 く 評 価 し た 。 ま た 、 授 業 内 容 を 理 解 し 易 く 教 授 し て

い た と 85％ の 被 験 者 が 評 価 し た が 、授 業 内 容 の 深 度 、難 易 度

及 び 進 度 を 考 慮 す べ き だ と い う 意 見 も 提 起 さ れ た た め 、 当 該

事 項 に つ い て は 再 調 整 す る 余 地 が あ る と 思 わ れ る 。  
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7. お わ り に  

 以 上 ま で 「 日 本 的 経 営 」 と い う 専 門 科 目 を 通 し て 学 生 の 社

会 人 基 礎 力 の 伸 長 に つ い て 考 察 し て き た 。 本 稿 の 研 究 結 果 に

よ り 以 下 の 3 点 を 指 摘 す る こ と が で き る 。  

第 1 に 、 専 門 科 目 に お け る チ ー ム ワ ー ク で 働 く 力 の 育 成 方

法 を 見 直 す 余 地 が あ る 。授 業 前 後 の「 チ ー ム ワ ー ク で 働 く 力 」

の 得 点 差 が 「 考 え 抜 く 力 」「 前 に 踏 み 出 す 力 」 よ り 小 さ い が 、

今 後 、 チ ー ム ワ ー ク で 働 く 力 を 育 成 す る 教 育 方 法 や 教 授 法 を

再 考 す る 必 要 が あ る 。 と り わ け 、 共 同 学 習 の グ ル ー プ プ レ ゼ

ン テ ー シ ョ ン の 評 価 方 法 を 考 え 直 す べ き で あ る と 思 わ れ る 。

例 え ば 、 個 人 の 貢 献 率 の 多 寡 、 ま た 、 質 問 す る 場 合 、 他 の グ

ル ー プ メ ン バ ー か ら 回 答 を 得 る こ と 、 さ ら に 、 グ ル ー プ 内 に

お け る メ ン バ ー が 他 の メ ン バ ー の 担 当 範 囲 を 理 解 し て い る か

の 確 認 な ど を チ ー ム ワ ー ク の 評 価 基 準 に 加 え 、 以 上 の 項 目 を

総 括 し て グ ル ー プ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 全 体 の 表 現 と し て 評 価

す る こ と で あ る 。  

第 2 に 、 社 会 人 基 礎 力 を 専 門 科 目 に 導 入 す る 際 に 学 生 自 身

の 気 付 き を 促 す 必 要 が あ る 。 授 業 開 始 の 際 、 社 会 人 基 礎 力 の

目 標 を 学 生 に 告 げ 、1 学 期 中 に 3、4 回 程 度 、社 会 人 基 礎 力 の

自 己 評 価 表 に 自 由 記 述 を さ せ 、 自 己 成 長 の 歩 み を 記 録 さ せ る

こ と が 重 要 で あ る 。  

 第 3 に 、 経 験 学 習 の 過 程 を 重 視 す る 教 育 プ ロ グ ラ ム の 構 成

が 必 要 と さ れ る 。 一 斉 授 業 の 形 で 学 習 内 容 に 関 す る 情 報 を 伝

え る こ と は 、 一 般 的 な 授 業 方 式 で あ る 。 そ の よ う な 伝 統 的 な

授 業 方 式 に 、 共 同 学 習 や PBL な ど の 教 授 法 を 併 用 す る こ と を

通 し て 、 学 生 の 社 会 人 基 礎 力 を 向 上 さ せ る の が 可 能 で 有 益 で

あ る こ と も 本 稿 の 研 究 結 果 か ら 明 ら か に な っ た 。 ま た 、 学 習

過 程 に お い て 如 何 に し て 学 生 に 経 験 学 習 の 抽 象 的 概 念 化 、 内

省 的 実 践 を さ せ る か は 教 育 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 際 に 考 慮 す
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べ き 重 要 な 課 題 で あ る 。  

本 稿 に お い て 、 日 本 的 経 営 と い う 授 業 を 中 心 に 共 同 学 習 や

PBL に よ る 授 業 活 動 を 通 し て 、 社 会 人 基 礎 力 を 専 門 科 目 に 導

入 す る こ と を 試 み た が 、 時 間 や 授 業 内 容 の 制 限 で 教 室 外 の 実

践 的 イ ン タ ー ン シ ッ プ や 、 地 域 ・ 産 業 界 と の 連 携 な ど を 教 育

プ ロ グ ラ ム に 組 み 込 ん で い な い こ と が 本 稿 の 研 究 制 限 で あ る 。

ま た 、 今 後 は 、 教 室 内 の 共 同 学 習 の み な ら ず 、 教 室 外 の 地 域

や 産 業 界 と の 連 携 を 通 し て 実 践 的 な 共 同 学 習 を 促 す 教 育 プ ロ

グ ラ ム を 工 夫 す る 必 要 が あ る 。 当 該 事 項 は 今 後 の 課 題 と し て

研 究 し た い 。  
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